
省

令

告

示

締

約

国

加
入
書
の
寄
託
日

当
該
締
約
国
に
つ
い
て
の
発
効
日

ア
ル
バ
ニ
ア
共
和
国

平
成
十
五
年
五
月
三
十
日

平
成
十
五
年
八
月
三
十
日

バ
ー
レ
ー
ン
王
国

昭
和
六
十
年
十
月
二
十
一
日

昭
和
六
十
一
年
一
月
二
十
一
日

ベ
ラ
ル
ー
シ
共
和
国

平
成
六
年
一
月
七
日

平
成
六
年
四
月
七
日

ベ
ナ
ン
共
和
国

昭
和
六
十
年
十
一
月
一
日

昭
和
六
十
一
年
二
月
一
日

コ
モ
ロ
連
合

平
成
十
二
年
十
一
月
二
十
二
日

平
成
十
三
年
二
月
二
十
二
日

ド
ミ
ニ
カ
国

平
成
十
二
年
六
月
二
十
一
日

平
成
十
二
年
九
月
二
十
一
日

エ
チ
オ
ピ
ア
連
邦
民
主
共
和
国

昭
和
六
十
年
七
月
十
八
日

昭
和
六
十
年
十
月
十
八
日

グ
ル
ジ
ア

平
成
六
年
四
月
十
九
日

平
成
六
年
七
月
十
九
日

グ
レ
ナ
ダ

平
成
十
六
年
六
月
二
十
八
日

平
成
十
六
年
九
月
二
十
八
日

グ
ア
テ
マ
ラ
共
和
国

平
成
六
年
九
月
五
日

平
成
六
年
十
二
月
五
日

ヨ
ル
ダ
ン
・
ハ
シ
ェ
ミ
ッ
ト
王

国

平
成
十
二
年
五
月
十
七
日

平
成
十
二
年
八
月
十
七
日

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国

平
成
六
年
三
月
七
日

平
成
六
年
六
月
七
日

ラ
ト
ビ
ア
共
和
国

平
成
四
年
五
月
二
十
日

平
成
四
年
八
月
二
十
日

マ
ラ
ウ
イ
共
和
国

平
成
十
四
年
一
月
七
日

平
成
十
四
年
四
月
七
日

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国

昭
和
六
十
三
年
四
月
二
十
六
日

昭
和
六
十
三
年
七
月
二
十
六
日

モ
ン
ゴ
ル
国

平
成
十
五
年
三
月
三
日

平
成
十
五
年
六
月
三
日

ナ
ミ
ビ
ア
共
和
国

平
成
十
四
年
二
月
二
十
二
日

平
成
十
四
年
五
月
二
十
二
日

ニ
カ
ラ
グ
ア
共
和
国

平
成
六
年
二
月
二
日

平
成
六
年
五
月
二
日

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
共
和
国

昭
和
四
十
三
年
十
一
月
十
四
日

昭
和
四
十
四
年
二
月
十
四
日

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

昭
和
五
十
一
年
五
月
十
八
日

昭
和
五
十
一
年
八
月
十
八
日

セ
ン
ト
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・

ネ
ー
ヴ
ィ
ス

平
成
十
六
年
六
月
十
一
日

平
成
十
六
年
九
月
十
一
日

セ
ン
ト
ル
シ
ア

平
成
十
六
年
五
月
二
十
日

平
成
十
六
年
八
月
二
十
日

ソ
ロ
モ
ン
諸
島

平
成
十
六
年
六
月
三
十
日

平
成
十
六
年
九
月
三
十
日

ツ
バ
ル

昭
和
六
十
年
八
月
二
十
二
日

昭
和
六
十
年
十
一
月
二
十
二
日

ザ
ン
ビ
ア
共
和
国

昭
和
四
十
五
年
九
月
二
日

昭
和
四
十
五
年
十
二
月
二
日
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附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
省
令
に
よ
る

改
正
前
の
経
済
産
業
省
関
係
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第

二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
省
令
の
特
例
に
関
す
る
措
置

及
び
そ
の
適
用
を
受
け
る
特
定
事
業
を
定
め
る
省
令

（
平
成
十
五
年
経
済
産
業
省
令
第
三
十
九
号
。以
下「
特

定
事
業
省
令
」
と
い
う
。）第
二
十
五
条
第
一
項
に
規
定

さ
れ
た
特
例
に
関
す
る
措
置
の
適
用
を
受
け
て
い
る
講

座
で
あ
っ
て
、
経
済
産
業
大
臣
（
独
立
行
政
法
人
情
報

処
理
推
進
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。）が
そ
の
試

験
の
実
施
に
関
す
る
事
務
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、

機
構
。
以
下
同
じ
。）が
提
供
す
る
問
題
に
よ
り
修
了
認

定
に
係
る
試
験
を
行
う
も
の
及
び
経
済
産
業
大
臣
が
適

切
で
あ
る
と
認
め
た
問
題
に
よ
り
修
了
認
定
に
係
る
試

験
を
行
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正

後
の
情
報
処
理
技
術
者
試
験
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正

前
の
特
定
事
業
省
令
第
二
十
五
条
第
一
項
に
規
定
さ
れ

た
特
例
に
関
す
る
措
置
の
適
用
を
受
け
て
い
る
講
座

（
経
済
産
業
大
臣
が
提
供
す
る
問
題
に
よ
り
修
了
認
定

に
係
る
試
験
を
行
う
も
の
又
は
経
済
産
業
大
臣
が
適
切

で
あ
る
と
認
め
た
問
題
に
よ
り
修
了
認
定
に
係
る
試
験

を
行
う
も
の
に
限
る
。）を
受
講
す
る
者
で
、
平
成
二
十

一
年
十
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
九
月
三
十
日
ま
で

の
間
に
修
了
し
た
者
が
、
当
該
講
座
の
修
了
認
定
を
受

け
た
日
か
ら
一
年
以
内
に
基
本
情
報
技
術
者
試
験
を
受

け
る
場
合
は
、
そ
の
申
請
に
よ
り
、
免
除
対
象
科
目
に

つ
い
て
の
試
験
を
免
除
す
る
。

（
経
済
産
業
省
関
係
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
二
条
第

三
項
に
規
定
す
る
省
令
の
特
例
に
関
す
る
措
置
及
び
そ

の
適
用
を
受
け
る
特
定
事
業
を
定
め
る
省
令
の
一
部
改

正
）

第
三
条

経
済
産
業
省
関
係
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
二

条
第
三
項
に
規
定
す
る
省
令
の
特
例
に
関
す
る
措
置
及

び
そ
の
適
用
を
受
け
る
特
定
事
業
を
定
め
る
省
令
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条

削
除

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
七
十
四
号

戸
籍
法
第
百
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
市

町
長
を
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
っ
て
戸
籍
事
務
を
取
り

扱
う
市
区
町
村
長
に
指
定
す
る
。

こ
の
指
定
は
、
平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
一
日
か
ら
効

力
を
生
ず
る
。

平
成
二
十
一
年
十
月
十
四
日法

務
大
臣

千
葉

景
子

長
野
県
南
佐
久
郡
小
海
町
長

大
阪
府
河
内
長
野
市
長

福
島
県
石
川
郡
石
川
町
長

秋
田
県
男
鹿
市
長

〇
外
務
省
告
示
第
四
百
九
十
六
号

昭
和
四
十
一
年
四
月
五
日
に
ロ
ン
ド
ン
で
作
成
さ
れ
た
「
千
九
百
六
十
六
年
の
満
載
喫
水
線
に
関
す
る
国
際
条
約
」

の
締
約
国
に
つ
き
、
平
成
二
十
一
年
九
月
一
日
現
在
で
、
次
の
と
お
り
追
加
が
あ
っ
た
（
平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
一

日
外
務
省
告
示
第
二
百
三
十
三
号
よ
り
の
追
加
）。

〇
経
済
産
業
省
令
第
五
十
九
号

情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法

律
第
九
十
号
）
第
七
条
第
九
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
情
報

処
理
技
術
者
試
験
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
十
月
十
四
日

経
済
産
業
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

藤
井

裕
久

情
報
処
理
技
術
者
試
験
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令

情
報
処
理
技
術
者
試
験
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
通
商
産

業
省
令
第
五
十
九
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
六
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

当
該
講
座
の
修
了
認
定
の
基
準
（
当
該
基
準
に
民

間
資
格
の
取
得
を
含
む
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
民

間
資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
試
験
に
つ
い
て
経
済
産

業
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
以
下
同

じ
。）が
適
切
に
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

第
二
条
第
六
項
第
三
号
中
「
問
題
」
の
下
に
「
又
は
免

除
対
象
科
目
を
修
了
し
た
か
ど
う
か
を
判
定
す
る
た
め
に

経
済
産
業
大
臣
が
告
示
で
適
切
で
あ
る
と
認
め
た
問
題
」

を
加
え
る
。

と
い
う
。）第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
免
除
対
象
科
目

を
習
得
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
経
済
産
業

大
臣
が
認
め
た
も
の
と
み
な
す
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、

新
規
則
第
三
条
第
四
項
中
「
当
該
認
定
を
受
け
た
日
」

と
あ
る
の
は
、「
情
報
処
理
技
術
者
試
験
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
一
年
経
済
産
業
省
令
第
五

十
九
号
）
の
施
行
の
日
」と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

™


		2009-10-13T15:01:14+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




